
せき悪林地の改良に関ナる研究 (第 1 報)

肥料木の耐乾 l耐湿能力について

森 下 義 郎(1)

異 辰 夫(0)

まえがき

せきE、林地の改μに!肥料木の果す役割のきわめて大きいことはいまさらのべるまでもないが，数多い肥

料木の一つ一つについて，どのくらいの乾燥に耐えるものか，また湿潤に対してはどうかということを比

較究明しておくことは，卒業実行上必要なことである(すなわち，せき宏、林地の立地条件を詳しくむ廃す

る主，極端に乾燥するところの多いことはもちろんであるが，他方土じようの物理性が慈し時期によっ

ては水分がていたいし湿潤となり，これが林木の生育をいちじるしく阻害しているとみられる地滑せも相

当広く分布しており，したがって，肥桝木のI耐乾・耐湿性を知ることは樹種選定上の一つの資料として重

要なことと思うからである。

筆者等はせきJtl林地の改良に関する研究の一部として，各種の主要な肥糾木のほかアカマ Yならびに一

部緑化用草般を文、Iしようとし，その[耐f~z: ・[耐湿能力について航木鉢試験を Î'fったので，その *ï:1f果を報告し

皆様のご批判を仰ぎたいと思うコ

試験はせき忠:!本 L也の改良の対しようとなる主要な種1Ji全般にわたって行う予定であったが，苗木・種子

の不揃い，また試i倹途中の欠債などによって一部樹種「ハンノキ・モクマオウ・ウイピングラプグラス・

ニセアカシヤなど)については実行できな方、ったため，これらについては他日あらためて試験を行いたい

考えて、ある

この試験を行うにあたって，種々ご指導を賜わった}J(-{f!~:~乙場長佐治秀太郎氏，ならびに試験植木鉢が多

く毎日の管別には多大の労力が要り，たびたびご度目:fJを闘ったが心よくご協力下された造林研究室の皆様

に厚くおよLlcj1上げます〕

I 試験方法および結果

試蜘土モリシマアカシヤ・フサアカシヤ・青島トゲナシニ七アカシヤ・イタ千円ギ・エニシダ・ヤマハ

シノキ・ヤシヤプシ・ヒメヤシヤプシ・ヤマそそ・ケンタツキ -31F. アカマヅの 111摘について知包

した

供試土じようとして京都交場桃山首畑の土じよう(洪積紀三f: じよう・じよう土〕を用い，第 1 図の航木

鉢に自然乾燥重量にして 6.5kg の土じようを充てんし， 肥料はとくに施用せず各樹種とも土じようの自

然乾燥重量に対する 5% 区・ 10% 区・ 20% 区・最大容水量区と水をやらない乾燥区， 湛71\状態にした

潟水区の 6 試験区を設け. 11対種 1 区あたり植木鉢 3 (図， またれr'î!&:木数は 1 鉢あたり 5 あるいは 6 本と

(1) 京都支場造林研究室長 (2) 京都支場造林研究室員

ド{71J. . . .Iiê路地方の石英町田紫f也市・兵庫県三木地方の第さ紀明地'J廿のせき悪神世などん
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し， E1は各鉢とも大きさにおいて

ほぼ均等になるようにした、

有[[殺はいずれの樹種も 1954 年

3 月(ケンタツキ ~31Fは播種)

で，その後充分活着するまで自然

のまま放位しておし、て 5 月から雨

天の際にはピニ[ルテントで降雨

第 2 図地表と湛水田の位世 を防ぐことができる設備のもとで

土じよう氷分を iv ，'iltHi L落葉期まで試験をつづけた

なお，この土じようの最大容水量は 30% で 5 月以降乾倣区は自然乾燥のままとしたことはもちろん

であるが， 10% 区の一昔1\ と， 5% 区は試験をはじめたとき土じよう水分量がそれぞれ 10% ・ 5% より多

いものがあったので，これらは 10% ・ 5% になるまで自然乾燥させてから給水調印Jをはじめた

乾燥区は自然乾燥のまま放置するほか， 5% 区・ 10% 区・ 20% 区の給水調印jは鉢の重量をはかる方法

で給水量をきめ，最大容水量区および~lli水区は毎日 ， 5?;j己区. 1叩0% 区 .20% 区は 1~2 日ごと (2 日ご

とは杭巨斥雨前F目防jr時侍矧と l脆白秋の雨天で

鉢鉢;の土上.カか、ら行いf給合7水k畳の少ないときは一国におよぶよう注Z芯主してあたえた

最大作水量区は鉢:の下孔から水が流出するまでたっぷり給水し，また湛水区は第 2 図のように鉢土の上

決 2.5cm 以下をいつも湛水状態になるようにし水の交換は全然行わなかった

なお，雨天のとき以外はピニール型いをとり，日照時間・気温等他の条件。が不均一にならないよう努め

た。以下各樹種の試験経過ならびに結果について詳しくのベ，最後に各樹種について比較検討してみたいc

1. モリシマアカシヤ

(イ J 材糾と水分の調整経治

古木は 1 年生の平均町長 5cm のものを使用し， 3 月 23 日に 1 鉢 5:本あて~((え， その後自然のままお

き， 5 月 8 日から土じよう水分を調ÉiÍíし試験をはじめた 乾燥区の試験をはじめたときの土じよう水分量

は 8.3% ， 8.2% , 7.5% でその後第 3 図のように減少した また， 5% 区は 7.8% ， 7.3% , 8.1% で第

4 凶のように減少して 5 月 18 日， 22 日にそれそ'h 5% に達したので，それ以後給水調印Jをつつeけたご

また 10% 区・ 20% 区・最大容水量区・湛水区は 5 月 8 日から給水調印i したご

〔ロ〉 土じよう水分と枯死との関係

乾燥区・ 5% 区・/益水区の全部と最大容水量区の大半は試験途中で枯死したご

湛水区は第 6 図のとおりその成長はきわめて悪く，湛水後約 20 日間の 5 月 30 日までわずかに仲長し

10 10 
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第 3 図乾燥区の水分減少i伏1冗 第 4 図 5% 区の水分減少状況
(モリシマアカシヤ) (モリシマアカシヤ〉
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第 1 表

|開験|試験|試験期|植付時|試験終了時前木重量 l 風乾苗木霊長 」
樹種 試験区鉢番号1開始時|終了時|問中の|苗木 I ，J.，~~:_~_j ~J~a-ô:. 1 !-'""'¥fTLJ j::t:j/j'.:FJ:: 陪茨控

I 苗長|首長!伸長量i重量l地上川根市 l 計|地上部|根部!計 I LhL 'loE 

I."o/J",,, . 1 ,cn; 1 .:n: I .:n:. I . 1!: "~i . ~ , ~!引 g g mm 10%区 No. 1 1 4.1 1 19.6 i 15.2 1 1.0 1 3.11 1.0 4.11 1.11 0.2 i 
グ INo.21 6.0 1 21.6 1 15.6 I グ 3.01 1. 3i 4. 31 1. 2' O. 3 I 1. 5 2.4 
グ INo.3 i 3.8 1 15.6 1 11.8 i グ1.91 1. 0' 2.91 0.61 0.2 , 0.8' 2.5 

月日付川区l~~.~l :'11;~.~1:~.~1 グ 1 ~2' ?,] ~ ~・ 212叶:.~ ~.? ~~.! ~.! 
'/ !No.2 1 6.0 1 51.7 1 45.7 1 グ 1 25.21 15. 11 40. 己 1 10.11 3.5 13.6 , 7.0 

|グ INo.3 1 6.8 1 58.8 1 52.0 1 グ 1 24.21 17.21 41.41 11.41 4.1 15.5' 8.0 

|最大容'No. 1 1 7.0 1 99.0 1 92.0 1 グ 1237.01232.01ω 。|101 01653!16631lu o 
i揖区:Á 'V' '1 '.V  1 77.V  1 /L. V  1 '1 LV' , ul LVL , vl 'tv/ , vl 1 

注最大容水量区は 1 木，他は 5 本平均の数値。

たが，その後は伸長なく樹勢は衰えた 5 月の末から葉に斐化が現われ故色を帝び， 6 月にはいってから

徐々に落葉をはじめ， 6 月 10 日には全部落葉して枯死するものもあり 6 月末日までに全部枯死した

最大容水量区は順調に生育していたが，おそらく水分地多によるものと思われるが原因不明の障害のた

め 5 月末ごろ急に落葉をはじめ， 6 月 18 日の調査では 15 木rln 木筏存したのみであった 枯死するま

での各鉢の平均伸長量と筏存古木の伸長量は第 6 図のとおりである〉港7k区の2言葉は最初]英色の~イヒにつ

づき徐々に進行したが，最大容水量区は急速に起ったことが注円されるけまずこ，最大容水量区は落事誌が起

きるまで，どの苗木も駅制な生育をしていたが落葉発生とともに伸長はとまった。

他方乾燥区は 5 月 26 日(士じよう水分量 5.0% ， 4.6% , 5.8%) ごろから萎凋が起り，はじめは曇雨

宍と夜間は回復していたがl:ì!立!問ほどで昼夜萎凋するようになり， 6 月 20 日から枯死しはじめ 7 月 6 日

に全部乾燥のため枯死した そのときの各植木鉢内の土じよう水分量はそれぞれ 2.7% ， 2.3%. 2.9% 

まで低下していたc

つぎに， 5% 区は乾燥区と同様乾燥のため 5 月 26 日ごろ萎凋がはじまり，その後も同様な状態をしめ

していたが，枯死時期は 10 日ほどおそく 7 月 10 日から 20 日であったり{巾長量は第 6 図のとおり乾燥

区.5% 区ともほとんどなかったη

(ハ) 士じよう水分と生育との関係

11 月 11 日に試験を打ち切り，流水で土じようを洗って恨系の状国. 1':1::体重量などをしらベた結果は第

l 表のとおりで， また 10% 区・ 20% 区の試験開始から終了までの{IIl長遜過は第 5 図のとおりである

10% 区と 20% 区を比i絞するとや 1 1長量，生体重量主も著しい差がある 最大容水量区の筏存JD木は 10%

区・ 20% 区に比べ主体重量は 10 倍以上になっている、

10% 区・ 20% 区が 1 鉢 5 本平均の数{j!J:で最大容水量区は 1 本であるため，一律に論ずることはできな

いがよい成長をしている。

2. フサアカシャ

(イ〉 材斜と水分の調整経過

試験に用いた苗木はモリシマアカシヤと同様 1 年生のもので，植付時の平J勾首長は 7cm である o 3 月

23 日に H討に 5 本あて植え，その後自然のままおき 5 月 8 日から土じよう水分量を調印I試験をはじめた

乾燥区は試験をはじめた主きの各植木鉢内の土じよう水分量は 10.7%. 13.99~. 13.69ó でその後第 7

図のように減少した 5% 区は 8.7% ， 9.0%. 7.5% で第 8 図のように減少し 5 月 19 日. 26 日. 28 
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第 7 図乾燥区の水分減少状況
(フサアカシヤ〉

日にはそれぞれ 5% まてイE:下したので， それ以後は枯死するまで、給水調節をつづけた 10% 区・ 20%

区・最大谷水i}l~区は 5 月 8 日からただちに調節したυ 乾燥区・ 5% 区の手℃室長当初Jの水分量の迷いは霜除け

の不均ーが影きょうしたものである。

(ロ〕 土じよう水分と枯死との関係

モリシマアカシヤと同様乾燥区・ 5% 区・海水区の全部と最大容水量区の大半は試験途中で枯死したっ

湛水区は第 10 凶のとおり，その成長はきわめてJE く . !J\t水後 1 カ月目の 6 月上旬から奨の退色が現わ

れ. 6 月 18 日ごろから支色を帯びるようになって徐々に落葉をはじめた。 7 月にはいってから枯死しは

じめ 7 月 10 までに全市枯死した。

最大容水量区は試験日月始当初より順調なやl'長をしめしていたが，そりシマアカシヤと同橡の現象で 6 月

上旬，急に落1践をはじめるものがでて順次全般におよび. 6 月末より枯死してゆき 7 月 10 円の調査では

15 本中 3本残存したのみであった 落葉の矧匁はそリシマアカシヤと全く同様で，落葉・枯死時期につ

いてはブサアカシヤの万が速く現われる傾向があったっ最大容水量区の残存したものについては試験終了

まで伸長量の測定をつつeけたが，その成績は第 10 図のとおりである。これは他の区の l(r;i，\ 5 本平均した

数値と区別する必要があろうが，かなりよい成長をしているコ

乾燥区はそリシマアカシヤと同じ傾向をしめし 5 月 26 日(土じよう水分量 4.9%. 5.2%. 5.2%) ご

ろから萎凋が起り. 6 月 26 日から 7 月 6 日にかけて枯死したが，この 7 月 6 日の士じよう水分量は 2.0

%. 2.0%. 1.7% であっ
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第 10 図伸長量(プサアカシヤ〕

試験終了後掘りとりを行い，根系状態などをしらベた結果は第 2 表のとおりで. 10% 区・ 20% 区の試

験開始から終了までの伸長経過は第 9 図にしめすとおりである。 10% 区と 20% 区を比較すると伸長量，

生体重量とも著しい差があったc 最大容水量区の残存苗木は 10% 区・ 20% 区に比べ伸長量・生体重量と
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も大であったみこれはそりシマアカシヤと同様槌才&:本数が違うため. 10% 区・ 20% 区と同一に論ずるこ

とはできないもののかなりよい成長をしているといえよう。

3. 青島トゲナシニセアカシャ

(イ〉 材料と水分の調整経JJi!J

1 年生のさし木訪を試験に{j~した。 3 月 14 日に 1 鉢 6 本あて紅[えつけ， その後自然のまま放泣した

後. 5 月 10 日から士じよう水分を調節試験をはじめた。舶えつけたときの苗長は平均 15cm. 平:ft;_j重量

は 11.6g である二

乾燥区は試験をはじめたとき土じよう水分量は 21. 2%. 22.9%. 20.3% でその後第 11 図のように減

少したし

5% 区は士じよう水分量 21.49~. 21.3%. 22.09~ のとき試験をはじめ，第 12 図のように減少し 5 月

28 日に 5% まで低下したので，その後は枯死するまで調印Jをつづけた、

10% 区は士じよう水分量 20.2%. 19.6%. 19.0% のとき試験をはじめ. 5 日後の 5 月 15 日に 10%

まで低下したので，以後は給水調節を試験終了までつづけた。

同

第 11 図乾燥区の水分減少状況
(育!:;，トゲナシ〕

(ロ〉 土じよう水分と枯死との関係

乾燥区・ 590 区・湛水区は試験中に枯死したご

乾燥区は 5 月 26 日(土じよう水分量 5.1%. 4.7%) から萎凋をはじめ 28 日にー(邪薬が黄化し. 6 

25 

2回

It 

/0 

E 

戸

u 

且0

I~ 

，。

E 

% w
e
況状

U
羽
市
J

私
心
W
め
り

7
人
ト

弘
の
や

h

d

区
3'

トι

気
配
川
島

?
5

育

労
図
(

」
弘
ロ

d
p
 

τ
セJ

A到

月 10 日に大半枯死したが全部枯死したのは 6 月 20 日(土じよう水分量 2.6%. 2.7%. 2.4%)であった。

5% 区:土乾燥区と同じく 5 月 26 日に萎凋が起り. 5 月 28 日ごろから葉が一部黄色を帯び，その後し

だいに貰イヒがひどくなったが，乾燥区よりも進行速度がにぶく. 6 月 10 日ごろから枯死しはじめ全部枯

死したのは 7 月 20 日である。

湛水区は湛水後 2週間ごろから斐イヒがあらわれ. 5 月 3 日の調査では葉が黄色を帯びて落葉をはじめ 6

月初日に全部溶葉したへ落葉後出芽するものも若干あったが 8 月中に全部枯死したっ枯死は先端部から

下部におよんだη

(ハ〕 土じよう水分と生育との関係
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第 13 図仲長量〔青島トゲナシ〕

3.0 . 10.5 11.9 
2. 己 9.6 9.3 
3.0 9.3 9.6 

7. 0 I 16. 8 32. 3 

% 

試験終了後掘りとりを行

い，根系状態などをしらベた

結果は第 3 表のとおりで，ま

た各区の試験開始カ‘ら終了ま

での伸長経過は第 13 図にし

めすとおりである. {I'[l長結果

は他の樹種のように各区の差

が顕著に現われなかったが，

最大容水量区・ 20%区・ 10%

区のJI院でよかったっ湛7k区・

5% 区・乾燥区は試験途中で

枯死したことは前にのべた

が，いずれも枯死まで、の{r[.!長

はほとんど認められなかっ

た。 10% 区・ 20% 区は 5 月

30 日以降伸長がとまり， そ

の後 9 月から 10 月にかけて

/1ノ
ワ0

2も

新たに出芽Aするものもあったが，その伸長量はだいたい 1~2cm 前後にとまった二 青島トゲナシニセア

カ γヤは一般にかなり上長伸長の旺雌な樹種といわれているが，この試験においては旺盛なやjl長が見られ

なかったについて疑問があるが，考察の項でその原因を考えてみたいと思う

4. イタチハギ

(イ)材料と水分の調整経過

試験に用いた苗木は 1 年生で， 苗木重量平均 5g， 地上 10cm 以上は努定したものである。 1鉢に 6

本あてを 3 月 9 日に紅[え，その後自然のままおいて 5 月 10 日より土じよう水分を調節試験をはじめた二

乾燥区の試験をはじめたときの土じよう水分量は 23.4% ， 23.7% , 25.3% で，その後第 14 図のように

減少した。

5% 区は試験をはじめたときは 25.3% ， 25.4% , 23.4%で第 15 図のように減少してゆき 1 つの鉢は
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5 月 25 日，仙の 2 つは 6 30 

刀 12 日に 5% になったの

で，その後は枯死するまで 25 

給水調節をつづけた。

10% 区は 26.5% ， 26.2 20 

丸 24.6% のとき間放を

はじめたが， 5 月 18 日に I~ 

2 鉢 5 月 20 日にあと 1

併;が 10% になったので， 10 

その後は試験終了まで」日(i

給水をつづけたし 10% 区 E 

の士じよう水分i成少状況は

第 16 図のとおりであるつ

(ロ〉 土じよう水分と枯

死との関1*

乾燥のため枯死したのは

メ

30 

乾燥区・ 5% 区である)は お

じめて乾燥区で芸凋を飢察

したのは 5 月 26 日で，そ 却

のときの土じよう水分量は

5.49íJ, 6.096 , G.6~ó であ

った 2 日後の 28 日には

4.6% , 5.1% , 6.1% と減

1, 

10 

少し，古木は下奨ヵ、ら枯れ g 

はじめ日を追ってはげしく

なり 6 月 12 日枯死寸前に

なった。このときの土じよ

う水分量は 3.29.;6， 3.7~ó ， 

4.8% であったが，このう

ラ4

月比与(。弘%。弘治的61，0 o/ís 号令 %5 6~0 吟 710 715 %0 

第 14 図 乾燥区の土じよう水分減少状似 (イタチハギ j

%引o 115 ~Iら写会ちo % % % %。
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第 16 図

10%区の士じよう水分決少状況
(イタチハギ1

ち 3.7% の鉢を選び 20~るまで水をやり，その後の経過をしらべた。他の 2 鉢は翌日全奨枯れたので枯死

したものとして試験を打ち切ったo 20% まで水をやった鉢は翌日先端部のみ萎凋を回復し 1 j1.'，j間で平

均 1cm 弱の何I長があり，土じよう水分量が 10% 以下になった 6 月 18 日以後は伸長が停止し， 6 月 28

日〔土じよう水分量 5.1%) に萎凋を観察 7 月 20 日に枯死したので試験を打ち切った二そのときの土

じよう水分量は 3.0% である)なお， 20% に水分を増加してからの波少状況は第 13 図にしめしているつ

つぎに 5% 区の土じよう水分減少状況は前にのべた主おりであるが，萎凋をはじめたのは乾燥区と同じ

く 5 月 26 日からで， 5 月 31 日から下葉が枯れはじめ 6 月 21 日までに全部枯死した。

(ハ〕 士じよう水分と生育との関係
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第 4 

樹 種 I ~M~-91 開民自|試瓦|匂!抑制木重景試験区 鉢番号 百了 期伸間長中量の重宙 I 地上7ffi 根市一一一一計

cm I cm cn也 g I g g g 

10~並区 No.l 20.5 1 27.0 6.5 3.5 1.7 5.2 6.9 

" No.2 30.0 34.1 1.1 6.1 2.9 7.1 10.0 
// No.3 26.0 40.8 4.8 5.6 2.6 7.2 9.8 

20% 区 No.l 20.0 49.6 29.6 4.7 5.6 19.6 25.2 
// No.2 24.8 57.8 33.0 4.0 5.7 22.1 27.8 
グ No.3 21.0 53.6 29.6 5.1 6.6 20.7 27.3 

イタチハギ; I 
最大容水量区 No.l 22.8 76.3 53.5 4.5 18.0 46.6 64.6 

ij No.2 17.7 94.6 76.9 4.2 23.8 56.5 日0.3
ij No.3 19.8 81.0 61.2 7.1 20.1 67.3 87.4 

1広水区 No.l 24.3 71.5 47.3 5.6 13.3 26.5 39.8 
グ No.2 23.8 65.8 41.0 5.5 13.5 23.8 37.3 
グ No.3 22.9 69.0 46.1 5.1 15.8 24.1 39.9 
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第 17 図伸長量(イタチハギ)
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表

風乾官i 木重量 地抗納付表時部径 I 地表司直径 のj:t長部百花 地生し表た商に線形量成溜増加重量
部|地上部根 計-

一一一

g g E g m m  丹1m m1刊 g 
3.4 1.0 2.2 3.2 4.0 4.7 2.2 
3.6 1.9 3.3 5.2 5.3 2.6 
4.2 1.6 3.8 5.4 // 5.1 2.3 

20.5 3.4 8.4 1 1.日 7.2 4.5 
23.8 3.4 9.4 12.8 '/ 6.6 4.3 
22.2 3.9 9.6 13.5 // 7.2 4.6 

60.1 12.3 23.5 35.8 10.0 7.3 
76.1 15.9 27.0 42.9 // 10.0 8.1 
80.3 13.8 26.3 40.1 " 10.8 7.5 

34.2 8.0 ¥4.6 22.6 10.1 6.8 6.5 
31.8 8.7 14.5 23.2 9.3 6.6 5.5 
34.8 10.5 12.1 22.6 10.0 6.6 5.0 

試験終了後流水でL士じようを洗L、根系重量などをしらベた結果は第 4 茨のとおりで，また各区の試験開

始から終了までの成長経治は第 17 図のとおりであるつ試験終了時には最大容水量区・港水区・ 20% 区・

10% 区の 11[1でよかった 料水区は試験をはじめてから 10 日日の 5 月 20 日の il1il定では最大容水景区と同

じような成長をしていたが，以後経慢となり 6 月 20 日ごろからは 10% 区よりも何1長が恋くなったっし

かし 7 月になって地表面に期われた根に恨将が形成されてカ 3 らは渓色仲長ともに回復したっ試験終了時の

l，\:l;;Jく区の根系はすべて地表ììûVこ分布し， 1，比!.K状態におヵ、れた部分は黒色をJJjfびて1古i9Eしていた。写真(13)

は恨系の分布状態である。地表面に現われた棋は根系調査の結果によると， 下層部より上部に出てきたも

のでなく，潜水後新たに発摂したもので地表に現われはじめた時期は湛水後 1 カ月ごろからである 7 月

にはいって泊}らこの恨に一般の根胞にくらべ外部形態の異なった根間の形成がはじまったぐ紫色は湛水後

徐々に退色してゆき， 6 月 10 日の観察では奨色素のyì'í失がはげしく，晩秋の落葉1切にみられるような:IlI~

色になった J この状態は 6 月末日までつづき， 7 月にはいって泊、ら回復に向い 7 月 10 日ごろから他の区

と同じ紫色になりや 1 1長量も増加した 紫色の回復期は根腐の形成H刊月と一致していた . 10% 医は試験を

はじめてから 10 日間はfiJ l長したが(この期間は第四図にしめすとおり土じよう水分量は 10% よりも

多い〉士じよう水分量が 10% になってからは伸長カ1ほとんど停止した J

彩、の落撲は粧水区が-iI]=早く起り， l09.~ 区・ 20% 区・最大容7.KÍ置が落l:iI~をはじめた 10 月初日には

すでに大半落葉していたの

5. エニシダ

(イ〉 材制と水分の調整経過

苗木は 1 年生の平均苗長 30cm， 平均重量 12g のものを試験に用いた。 3 月 12 包;こ 1 鉢 5本あて桁

えてその後自然のままおき， 5 月 10 日から土じよう水分を調節試験をはじめたコ

乾燥区は試吸をはじめたとき， 19.8% , 21. 1% , 19.6% の土じよう水分で、あったが第 18 図のように減

少したo 5% 区は 18.0% ， 17.9% , 18.0% の土じよう水分のとき試験をはじめたが， 5 月 19 日に 3 鉢

とも 5% まで低下したので，その後は枯死するまで、調節給水をつつeけたコ試験開始から 5 月 19 日までの

土じよう水分減少状況は第四図のとおりである。 10% 区は 18.9% ， 18.5% , 18.3% であったが，試験

開始の翌日 10% まで、低下したので，ぞの後試験終了まで給水調節をつづけた。
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(ロ〉 士じよう水分と枯死との関係

試倹途中枯死したのは乾燥区・ 5% 区

・潟水区て、ある。乾燥区は 5 月 21 日(土

じよう水分量 5.8%. 6.8%. 5.0%) 全

般に茂色味を市びるようになり 5 月末

(士じよう水分量 3.2%. 2.590. 4.09め

から 6 月 10 日にかけて枯死した。 5 月

21 日まで平均 3cm 伸長したがそれ以後

はや11長しなヵ、った、

同 I -.; I 5% 区は 5 月 21 日ごろ萎凋がはじま
3耳 l

J};, '10 S1'5 協 ~6 %0 % 弘 % 0/，5 耳Izo耳lzs り. 6 月から一部落葉しはじめ. 6 月 29
日枯死するものがでて 7 月 20 日までに

第 18図第19 図
乾燥区の水分減少状況 5% 区の7k:分減少状刈 大ミ|斗古死したしかし .8 月 12日まで幾存

(エニシ〆) (エニシダ) したものも若干 (15 木中 5 木〉あった

つぎに湛水区は潜水後 1 週間目の 5 月 17 日すでに旋色をfitびて落奨をはじめ. 5 月末日までに全部枯

手Eした。

(ハ〉 土じよう水分と生育との関係

?点検終了後根系の状Jl~などをしらベた*古来は第 5 表のとおりで，また試験開始から終了までの仲長経jJ0
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v

は第 20 ~jのとかりであるこ

試験途中枯死した海水区の (Ijl長量は. 1，\1;;加え 2cm で落葉とともにP;':JJ:し，枯死後根系の状態をしらべ

たところ白色で1変死していたο また，潜水による粘死は他のどの樹種よりも早かったご

6. ヤマハンノキ

(イ〉 材料と水分の羽幣泌jiJ

前木は 1 年生で平均:ID仁畳 1. 5g. 地上f\i\ 10 cm 以上を切断したものを前設にt!ll.、たc 3 月 10 日に 1 鉢

G 7fs:あて相n&し，その後自然のままおき 5 刀 10 日より士じよう水分量を，lIIWlì試験をはじめた♂

乾1!黒区は試験をはじめたとき 13.3%. 15.4%. 16.4% の k じよう水分歪であったが，その後第 21 図

のように減少した，; 5 刀 15 日に 1 鉢の水分量が増加しているのは抗って給水したためである

S9ir) 区は予定していた鉢ヵ:ー;'\il苗木の活着不良のため試験不可能になったのて、省略したと

lO~6 区は 18.6?&. 15.39~. 17.99~ のとき試!倹をはじめたが. 5 JJ 18 円・ 22 日・ 24 日にそれぞれ

10% まで低下したので，以後枯死するまで給水調印jを行った

(ロ〉 土じよう 7k:分と枯死との関係

乾燥区は 5 汀 18 日(士じよう水分量 8.3%. 7.7%. 7.8%) に1!i凋をけ.じめ 5 月 31 日に全部枯死し

た。また. 10%区は 5 刀 31 日ごろから芸凋をはじめ，はじめのうちは附天の日 rjlのみに芸凋が見られた

が徐々に強くなり .7 月 10 日から 8 月 24 日までに全部結死した 20 

心、〕 士じよう水分と生育との関係

試験終了後絡系などをしらベた結果は第 6 表のとおりで，試験 lfi 

開始からの仲長経過は第 22 図のとおりである r

湛水区の根系はイタチハギ、の湛水区と同橡地表部に分布し . �! 

水状態におかれた下層部は黒色を帯びて枯死していた{地表面に

根系が現われはじめたのは 5 月 21 日で. 7 月からは視壌の形成

がみられたJ 葉は湛水後徐々に退色してゆき. 5 月末やや赤色を

10 

E 

帯び. 6 月中旬には禁色をほとんど失う程度になったここの期聞 が

の伸長量は第 22 図にしめすとおり緩慢であったが. 7 月 10 日

ごろから禁色が回復し，それにつれて伸長量も旺盛になった。イ

タチハギと同様根腐の形成と葉色および伸長の回復とは密接な関

k ち仏%弘弘弘%
第 21 図乾燥区の水分減少状況

(ヤマハンノキ)
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7. ヤシヤブシ

(イ)材斜と水分の調動経過

苗木は 1 年生のもので平均重量 19， 平均百長 9cm (勇定は行わない〕のものを試験に用いたっ 3 月

14 日 1 鉢に 6 本あて植栽し，その後自然のままおき 5 月 19 日より試殺をはじめた。
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乾燥区は試験をはじめたとき 6.8% ， 7.3 
10 

%， 7.9% の土じよう水分量であったが，そ

の後第 23 図のように減少したつまた ， 5~ó区 E 

の士じよう水分量は 7.9% ， 7.0% , 5.3% で

# 
L 

九

第 23 図 乾燥区の水分減少状況 (ヤシヤプシ〕

1 鉢は 22 日に， {也の 2 鉢は 26 日に 5予るま

で低下したので，その後は枯死するまで給水

調節をつづけた.. 10% 区・ 20% 区・湛水区

は 5 月 19 日より水分調節jをはじめた、

(ロ〉 土じよう 710子と枯死との関係
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試験途中枯死したのは乾燥区と 5% 区である 3 乾燥区は 5 月 31 日 (土じよう水分量 3.1% ， 3.6% , 

4.2%) ごろから萎凋をはじめしだいにひどくなり 6 月 10 日(士じよう水分量 2.2% ， 3.4% , 4.0%) か

ら 6 月 21 日(1. 6% ， 2.8% , 3.0%) にかけて枯死した。

5% 区は 7 月から萎凋をはじめ 7 月日ごろから枯死するものがでたが， 3 鉢全部枯死したのは 8 月

23 日であるご

(ハ〕土じよう水分と生育との関係

試験終了後掘りとりを行い，根系主量などをしらべた結果は第 n廷のとおりで，また試!験開始からの仲

長経過は第 24 図のとおりである〕

湛71\区は枯死しなかったカ:(1[1長しなかった 根は湛水後地表聞に僅か政!われたが，イタチハギ・ヤマハ

ンノキのように地表面における摂胞の形成は全然みられず，奨色l土開設中淡く，試験終了までに数度更新

したっまた，掘りとり時の調査によると潟水田付近はカルス状に肥大していた。

8. ヒメヤシヤブシ

〔イ〕 材料と水分の調教経泊

苗木は 1 年生のもので平均重量 500mg のものをmし、た。地とr5ilはtfi木が小さいため(平均 5c附) !Mr 

定は行わず， 3 月 16 日 1 鉢 6 本あて植え，その後自然のままおき 5 月 19 日より試験をはじめたっ

乾燥区は試験をはじめたとき 7.3% ， 8.5% , 7.5% の士じよう水分量であったが， その後の減少:[ÁiJil

は第 25 図のとおりである。

5% 区は 8.4% ， 6.1% , 7.8% で 6 月 1 日， 5 月 24 日， 31 日にそれぞれ 5% まで低下したので以後

、、=

枯死するまで給水調節jをつづけた。

10% 区・ 20% 区・最大容水並区は 5 月 19

日から 71て分調節した。

(ロ〉 ごしじよう水分と枯死との関係

試!~途中枯死したのは乾燥区と 5% 区であ

るう 乾燥区は 5 月 30 日 〔土じよう水分量

4.1% , 3.4% , 4.2%) から芸凋が起り枯れ

10 

戸

弘 % 引出 %0 %'s 号。% 6.{o % %0' %s % 
第 25 図乾燥区の土じよう水分減少状況

(ヒメヤシヤプシ〉
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I No.31 5.1 I 0.1 I 5.2 
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注 20% 区の 1 鉢は試験途中病害にかカ、ったので除外}
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第 26 図 。 1 1 長量 L ヒメヤシヤプシ〉

はじめ 6 月末までに全市枯死した。 6 月末の土じよう水分売は 2.59'6 ， 2.2% , 2.49'6 まで低ドしていたの

5% 区は 6 月 10 日ごろから萎凋が起って枯れはじめたが，全部枯死したのは 7 月 19 日である。

(ハ〕 土じよう水分と生育との関係

試後終了後恨系重量などを調べた結果l土第 8 表のとおりで，また試験開始からの伸長経過は第 26 図の

とおりである 最大谷水量区が一帯成績がよしつついて 20% 区・ 10% 区・ j住水区のII[(iであったコ枯死

した乾燥区と 5~ó 区はほとんど{市長しなかった ， 1，ん 1)\区の葉はヤシヤプシと間後試験終了までに数度更

新し，色は非常にうすかったっ根系は地表面に現われなかったが，掘りとり後の調査では潟水面付近はカ

ノレス状に肥大成長しており，この部分には発限後枯死したと思われるところもあった

9. ヤマモモ

(イ〕 材料と水分の i~l~笠経過

30・v ~O 

25"・6 ¥¥ ¥ 注

2c 担

/S" 店

'0 t。

f t 

メ I メ
n;,; % í路軍~ %0 問~;弘 %%務% 月ゐ% ?(o私弘司会弘 4妥協

第 27 図乾燥区の土じよう水分減少状況 第 28 図 10% 区の土じよう水分減少J伏見
(ヤマモモ) (ヤマモモ〕
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幡阿( 試帥一験旧区 !陥鍋号[岡目刊時母嘩目肝岡開了菅骨晋E固盟臨l目龍日曜臨翠盟ir割官EE官i世r間i空で告芋
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10% 区

" No.21 7.2 
'/ No.31 7.5 

20% 区 No.l: 8.0 
'/ No.21 7.0 
// No.31 7.5 

大容水量区 No.l 8.0 
グ 1 No. 2 9.6 

I No. 3 

cm 
11. 1 
8.4 
9.0 

11.0 
10.8 
16.0 

12.0 
10.0 

仰 |g g 
2.1 3.0 I 2.3 
1.2 
1.5 2.9 1 1.9 

2.0 3.0 1 4.9 
3.8 4.4|3.6 
8.5 5.0! 7.0 

4.0 3.5 1 1.9 
0.4 3.5: 2.3 
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6 
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4ハ, 
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;j引?引I ~三;:: |hii3d;:引引日!引日U日川lはM司司i』dd;:1;1| i自;7i71印刊lH同崎1川::f司沼;jj祁!j叩|目2 
.1 1 11.0 1 8.0: 1.812.914.714.0 
.3 1 8.9 i 4.5 1 1.71 2.11 3.81 4.5 
.4 1 16.4 1 11.4 1 3.21 3.21 6.41 5.5 

.8 1 4.7 1 1.21 1 1.714.0 

51 4.81 1. 31 1 11.7i 4.0 

注最大容水量区 No. 1 は 1 本， No.2 は 2 本平均の数イ'U'l， No.3 は試験途中枯死。
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苗木は 1 年生のもので平均重量 3.9

g， 平均苗長 7cm のものを使用した。

3 JJ 26 日 1 鉢 5 本あて有1'[ えた後自然

のままおき， 7 月 7 日から土じよう水

分を調節試験をはじめたの他の樹種と

'Ko 同時期に試験をはじめるべきである
が，ヤマモモはもともとH:I:::Jーがおそく

活若しにくい樹種といわれているう

え，苗木の出芽が不揃いになったため

Iグ やむなく延期した。

70 1J12燥区の試験をはじめたときの水分

}'Jrf:l: 26.6% , 26.7% , 28.0% で第 27

図のように波少した。 士じよう水分量

が多いのは試験開始時期がス梅期であ

':1.J;.。 ったためである o 5% 区は乾燥区と同

じ経過をたどり， 5% に低下するまで

に各 l'i'í木とも枯死したので乾燥区と同

じとみなし省略する。 10% 区は 25.6

%, 25.7~6 ， 25.8~6 のときはじめ第
吋

/話 28 図のように減少した。

第 29 図伸長量(ヤマモモ) (ロ〉土じよう水分と枯死との関係

乾燥区・准水区は試験途中に全部枯死し，最大容水量区も大半枯死した。

乾燥区は 7 月 30 日萎凋が起って枯れはじめ， 8 月 10 日までに全古fl\j:古死したっ萎凋をはじめたときの

土じよう水分畳は 7.9% ， 7.6% , 8.5% で全 j'm枯死したときは 5.6% ， 5.4% , 6.5% である v 湛7]\区は

7 月初日ごろ紫色に変化があらわれ， 30 日ごろカ、ら落葉がはじまり 8 月 24 日までに全部枯死したc 最

大容水量区ははじめ順調な伸長をしていたが， 8 月 20 日ごろから樹勢カ:変え落葉をはじめ枯死するもの
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がでて， 9 fJ 10 日の淵査では 15 本中 3木残存したのみである J

なお ， 5?/O 区は乾燥区と同じ経過をたどり，土じよう水分量が 59-b に低下するまでに全部枯死したので

事実と乾燥区と同じである

十、〕 土じよう水分と生育との関係

副主主終了後掘りとりを fj'\，、根系状態などをしらベた結果は第 9 表に，また試験開始から撚了までのや11長

経過は第 29 図のとおりである。

10. ケンタツキー 31F

(イ〕 材料と水分の訓整縦Æl

3 月 19 日に 1 鉢当り 200mg を播種し， 5 月 18 日平均伸長 5cm， 最大 7cm のとき試験をはじめ

た。乾燥区の試験をはじめたときの士じよう水分量は 12.7% ， 12.7% , 1 1. 8% て、あったが第 30 図のよ

うに減少した 5% 区は 11. 6% ， 13.6% , 12.2% のとき試験をはじめたが第 31 図のように減少してい

き， 5 月 31 日・ 6 月 12 日・ 6 月 14 日にそれぞれ 5% になり，その後は枯死するまて、調節I給水をつづ

けたη10% 区・ 20% 区・最大容水量区・粧水区は 5 月 18 日からそれぞれ調節したっ

(ロ〕 士じよう水分と枯死主の関係

乾燥区・ 59':; 区は試験途中に枯死したゥ乾燥区は 5 月 26 日(土じよう水分量 7.3弘 8.1払 7.9%)

萎凋が起り， 5 月 31 日には奨の半分は協色化して 6 月 19 日全く奨緑女失ったので枯死したものと断定

I!! 15 
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第 30 図乾燥区の水分減少状{氾
(ケンタツキ -31F)

メ

r. 5，ゐ S~5 句。"ら%。 同法 句。 61t 地

第 31 図 5% 区の水分減少状、i児

(ケンタツキ -31F)
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第 32 悶 (111 長呈(ケンタツキ ~31F)

Lて試喰を打ちきったに}

つぎに 5% 区は乾燥区と同じく 5 月初日(士じよう水分量 6.7% ， 8.8% , 7.5%) 萎婦が起った。

5% まで水分が低下したのはÎJÍj fこのべたとおりであるが ， 5~b に給水調印iをはじめてからの萎凋は乾燥区

はどひどく進行しなく， 3鉢とも枯死したのは 7 月 1 日であるへ

(ハ) 土じよう水分と生育との関係

試後終了後仰とりを i'Tl.、根系等をしらベた結果は第 10 表のとおりで，また試験開始から終了までの仲

i古11唱j仙土台1\ 32 凶にしめすとおりである。

11. アカマツ

(イ〕 材料と水分の調整経j叫

1 ~I主生前木を試験に用いたが， 75木の平均重宝・平均首長は 0.7 g , 3.5cm であるご 3 月 19 日に 1 鉢

6 本あて舶え，自然のままおいた後 5 月 11 日から試験をはじめた。

乾燥区の試倹をはじめたときの土じよう水分量は 17.8?~ ， 14.4% , 15.8?& で第 33 図のように減少L

た。 5%区は 18.0%. 18.5% , 16.9%で第 34 図のように減少して， 1 鉢は 6 月 14 日，他の 2 鉢は 6 月

1刀7 日に 5% になつたのでl以JA後乏試!快倹終了まで

1日5.0%仏品ん， 14.7% て、あつたえカが}込;5 月 1店5 日に 1叩口%手まで i低民下したのでで. その後は試験終了まで給水調節をつ

づけたυ

20 
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IY, ';'0 切吉弘治 %0 % 

第 33 図乾燥区の水分減少状況 (アカマツ〉
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20 
土じよう水分と枯死との関係

アカマヅは G 試験区中乾燥区のみが枯死し

〔ロ〕

た。 7 月 1 日ごろ(土じよう水分量 3.0% ，
15 

2.2% , 1. 5%) から葉がJ~ï1変して枯れはじ

10 
め， 8 月 9 日までに 3 鉢全;'';11枯死した。その

ときの土じよう水分量は1.6% ， 0.8% まで

5 

守ら

1 つの鉢は 7 月 27 日

土じよう水分と坐育との関係

イ低下していた なお，

に枯死したρ

〔ノ、)

ij{;- 61.0 6,1'5 %。% % 活%。号ら与{，見

第 34 図

5{0 試験終了後根系重量などを淵ベた結果は第

(アカマツ)5% 区の水分減少状況11 表のとおりで，また試験開始から終了ま

での{中民経j@は第 35 図のとおりである。 {I[I長最は他の試験樹種のようにIlfjj&でないため，各区の差が顕

湛水区は他の樹種と同様湛水面付近はカルス状に肥大成長していた

1 
!弘

著に現われなかったが，最大容水量区・ 20% 区・ 10% 区のlI[，iでよく 5% 区・ ìtl水区は伸長しなかったす
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111 考察

J共ヒのべた結果から肥料木のi~H乾性，耐淑性について考察してみたいと思う

1.耐乾性

肥料木は一般に[耐乾性にすぐれているといわれているが，各肥料木はそれぞれどの松度の乾燥に耐える

ものであろうかっこれを知るためにこの試験を行ったのであるが，まず試験方法を検討したうえで耐乾性

を考えてみたいの土じようオψ去に関係した試fi売をポットで{子う場合，表mI と下f'illとの土じよう水分差をな

くし，できるかぎり均一な状態で試験を実行することが望ましく，泊去における試ぬ1 ， 2 ， :1 ， .1) においてもい

ろいろ工jとがなされている。しかし，この会t喰ではこのような工夫を考慮しなかったため，給水時，給水

から給水までの蒸散・蒸発による鉢内部の部分的な水分差について論議の余地がある。これについては，

夏期乾燥の強L、ときは各区の設がはげしくならないよう給水を二，三1"1にわけーて仔うなどっとめて差のな

し、ようにした

つぎに問題となることは，乾燥区・最大容水量区 . ìS~水区を除く 5% 区・ 10% 区・ 20% 区のように，

秤量法によって水分調印jを仔った区において所定の水分量に調節しても，生育重量だけ土じよう水分が低

下しているわけであるつこの土じよう水分量の低下は試議終了後掘取りを行い，苗木の生体重量増加を調

べた結果第 12 表のようになった イタチハギを例にとると， 20%; 区の 1 つは試験終了時に水分量を調

節しても古木が成長しているから，実際の水分量は 20.0-2.1=17.9% であるということである 表に

よると，一番誤差の大きいのはエニシダ，ヤシヤプシの 20% 区中の 4.3% で， 10% 区では1.3%であ

る。この誤差は植木鉢肉の土じよう 7.k分を直接簡易に，またかなり正確に測定し，それをもとに給水量を

きめていないかぎりその調節が不可能で、あり，またその誤差も比較|予~W少でしかも成長量の多い区ほど順

次大きくなるということからみれば，耐乾性・耐湿性について比較検討するうえにおL、て大きな影きょう

をおよぼすものではないと考えている。各樹種の耐乾・耐湿栓について相互に比較検討するうえには，土
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じよう・航孜時期・試験開始時zなど同じ条件を与えるこ

とが望ましいが，植栽および給水調節の開始時は各種操

作に繁忙をきわめたため樹種によっていくぶんその時期 種樹

に異動を生ずることはさけられなかったりこれについて

は試験開始のおくれたヤマモモを除けば大きな影きょう

はないと考えている

さて，試験結果から各樹種の耐乾1止を検討すると，

アカマヅが-番強く，ついて、)
 

1
 

(
 

ヒメヤジャブシ，エニシダ，フサア

カシヤ，モリシマアカシヤ

ヤシヤプシ，(2) 

青J~~i トゲナシニセアカシヤ

ケンタツキ -31F

イタチハギ

ヤマモモ，

(3) 

(-1) 

(5) 

ﾟ イヤマハン)
 

ρ
h
u
 

(
 

の/1国になった。アカマツの 5% 区は試験終了まで枯死し

シ二巳

なかったこと，乾燥区の古木枯死時の土じよう水分震は

他の樹種よりも低かったことから，耐乾性が一番すぐれ

ているといえるコ 590 区の{Iþ長量，乾燥区の枯死時の土

ヤマノ、ンノキじよう水分量から，アカマツの生存に必要な最低水分量

は供試土じようにおいては 3% 付近ではないかと考えら

ヤシ「アれる、ヤシヤブシ・ヒメヤシヤブシ. .:.ï~ ニシダ・ブサア

カシヤ・モリシマアカシヤは芸凋時期・枯死時期におい

て調査した結果，乾燥区のほか 5%区も枯死したが 10%

区は1エeV!il\t終了まで枯死せず徐々にやjl長していることをあ

わせ考えると 7~8% 前後が生存に必要な最低土じよう

ヤこのうちヤシヤプシ・ヒメヤシヤプシノk分、主恩オつれるコ
モーマ

は萎凋時の土じよう 7-K:分量が一番{Jh 、ので，イ也の 3 相:H種

より若干i耐乾性が優っているのではないかと思われる

が，枯死時期および 5% 区・乾燥区の枯死状態からは区

別できないので 5 樹種ともほぼ同程度の|附乾性があるも

のとしたo _1::;記と同様な検討から青白f トグナシ・イタチ

ハギは 8~10% 前後が生存に必要な最低水分量と考え

0.1 

O. ! 

ーマカア

られるが， -=(11\"-ぃ、ゲナシはイタチハギより萎ìl/8n!j' ・枯死

時の土じよう水分量，枯死時期などからみて若干耐乾性

は強いようであるご

ヤマハシノキは乾燥区・ 5% 区のみでなく 10% 区も試験途中枯死し，萎凋時の土じよう水分量も一番

高く，試験樹種中最も ïlÜt乾性が弱し、ものとみとめられたc つぎにヤマモモは他の樹種と同一時期に試験を
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開始できなかったため，他の1-1司積と比較検討するこ色には異論がある"しかし，土じよう水分量が 5%に

低下するまでに枯死し都府I寺の土じよう水分も 7~8% 前後の縦H1さから試験樹種中では耐乾性の弱し、方

になると思うごすなわち，そのi耐17Îz;性はイタチハギとヤマハ y ノキの中間ぐらいと考えている J ケンタツ

キ ~31Fは萎凋時の土じよう水分 7~8% 前後，枯死時 3~5% ， 5% 区は枯死し，また 10% 区の伸長状

況からイタチハギ程度の耐草fZ性があるものと考えている

以上は試験からえられた結果であるが，これを実療現地にそのまま適用できるかどうかとし寸問題が起

ると思う。植木鉢試験では一定の佐官?に植えた苗木について行ったことになり，根系の分布状態は全然考

えにいれていない したがって，このJ誌を考慮にいれると深恨恨の秘[種，たとえばアカマヅ・ヤマモモな

どさらに耐乾性が強くなることが想像され，また同一樹種でも浪系の深さや広さの違いによって差が生じ

ることが考えられるコ細井・絵本店}はアカマ Y'ji佳樹の耐乾性をしらベ. 4 月に発芽したものは 5 ， 6 月に

発見ミしたものより耐乾性が強いことから充分な棋を有する枇樹は乾燥に刈して非常に強くなるといってい

る ο このことからしでも耐乾性には浪系の分布を無視できないが，根系状態を加味した耐乾性については

今後の研究にまたねばならない。

2. 耐湿 'I~主

せき動休地は非常に乾燥するところがほとんどで，水分の不足が林木の成長を阻害する重要な一因であ

ることは異論のないところであろう ρ しかし， 湿害についてはあまり重要視されていなかったように思

う 筆者がせき悪林改良剤U検地を設けている第三紀層地村?では，ひどく乾燥する夏期と桁雨期など湿潤

になる時期があって，乾燥のみが林木の生育を阻害しているとは思えないし，姫路地方の石英沼田岩i也市

においても湿潤となる 11寺矧(ì)があり，土じようの物理性恕く，乾燥の容のほか水分停滞による生育阻害が

とくに甚しいとみられる忠質なものが各地にかなり広く存在している したがって，これらの土地では肥

料木の成長は，その排水性の良否によって左右される傾向が強いのではないかと思われることから，耐湿

性の問題は充分考慮すべきであると考えている この試験において肥料木の耐湿性の強弱について究明し

ておこうというのは，以上の考えから出発しているわけである I

試致結果から耐湿性の強し、と考えられるものより順次あげるとつぎのとおりである。

(1) イタチハギ，ヤマノ\ンノキ，ケンタ Y キ ~31F

(2) ヒメヤシヤプシ，ヤシヤプシ，アカマヅ

(3) 青島トゲナγ

(4) フサアカシヤ，そりシマアカシヤ，ヤマモモ

(5) エニシ !l'

すなわち，イタチハギ・ヤマハンノキの湛水区はすでにのべたとおりで.番耐湿性の強いことが認め

られ，ケンタヅキ ~31F も湛水区の成長からして而tdrl!t12の強いことがわかった}

つぎにヤシヤプシ，ヒメヤシヤプシ，アカマ γの湛水区は枯死しなかったがほとんど仲良しなかった。

しかし試験途中枯死した青島トゲナシ，フサアカシヤ，モリシマアカシヤ，エニシダよりも耐湿性は強い

といえよう 青島トゲナシ，フサアカシヤ，モリシマアカシヤ，エニシダについては，潜水後枯死するま

での状態から強羽を検討したが，エニシダが一番明く，フサアカシヤ，モリシマアカシヤが中位，青島ト

ゲナシが枯ヲEしたもののうちでは一番強いようにみうけられたコヤマモモについては，準備の関係上試験

*兵限県三木市
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開始11'争期が{也の樹種よりおくれたため，同一に論ずることはできないが槌水区は全市，最大谷水量区もほ

とんど枯死したことから耐湿性は弱くフサアカシヤ，モリシマアカシヤ程度ではないかと思われる

エニシ l/，は湛Jk後l.iI週間で変化が現われているが枯死後恨の状態をしらべた結果，白色で壊死していた

こと，また他のtl!j積 '-::.Jヒベ非常に早く斐化がj起ったことからみて，最も i耐水性の弱L 、ものと考えられる c

耐水性の強羽について小林らγ} はプ f ウ，梨などを用い，恨の隈素~オくの国からn}1授との関係を~H守し

ている この試後では呼l汲量を測定していないので酸素~;RËtからは検討で舎ないが，耐混性の強L 、とみ

とめられたイタチノ\ギ，ヤマパンノキまた而tuUl.性の弱L 、と思われるフサアカシヤ，モリシマアカシヤなど

の試験期間中の成長状況，根系の状態を比較検討すると恨の新根flJ生力と而JI!iiJJII:についても深い関係があ

ると考えられる すなわち，イタチハギ，ヤマハンノキは滋水後地表面に新釈が発生し，これに根棺が着

生することによってカ、なりの成長をしたが，新根発生のなヵ、ったそりシマアカシヤ，フサアカシヤなどは

枯死しい， わずb に発1様畏したものや発根したものと思われる粘樹;種は試5喰責前申終冬了まで枯手死Eしなカか、つTたここと泊か冶ら考

えられると忠う ケンタツキ ~3氾1Fの耐L凶_h岐lιE性の強さについては. i占そらく J}く'(:f1布j日にJみ氷られるようなj地山I:i勾斗:，部a

ら 1根良への首険を素供給と同じようなI研見象によるもので lは土なカか、ろうかニ

なお，この試検で泌7k状態にしたのは 5nからで，季節別の|耐f!昆力の迷いについては考えなカ}ったが，

山崎si は麦で春季の氾告と冬季の湿筈の泣いを幸IHf しており. i木・ノj、林引はイチヂク，村iなどについて休

11開閉ヵ、ら {fl!5J二民業J切にわたる mîI水性をしらベ，休I1民がさめるにしたがって耐水)]は低ドすることを報公し

ている「肥料木についてのこれらの研究は今後にまたねばならないコ

また，舵路地方の石英粗国岩上自衛，三木地方の第三紀肘地~iJなどのせき忠林地は. r時期によって乾燥と

限潤の芭が大きいことから，肥料木の耐乾性と耐湿性との関連すなわち，間企j品な乾燥から急激にMìWJ とな

る場合とその逆の場合，而J乾性と[耐湿性はどのように変化するか究明する必要があると思うが，これらに

ついても今後の仰けEにまちたいっ

3. 好適土じよう湿度

開放は耐乾性と|市Mv.'ttの強~J5Jに究明の重点をおいて計四I したため，厳密な好iiE士じよう水分を断定でき

ないにしても l09/ó 区・ 20% 区・最大容水量区の成長結果からある程度は各樹種の好適土じよう水分につ

いてj 出i佼推定できると思う

成長結果をみると，多くの樹種が最大作水量{、Jili. すなわち過湿におちいらない程度の士じよう水分が

ある場合，一審成長が良好なものと考えられるが，フサアカシヤ，モリシーアカシヤ，ヤマモモは最大容

水量よりも 209" 付近がよいようで，ヤシヤプシ， ヒメヤシヤプシは 20%~最大谷水量:付近が良好のよ

うである。

ブサアカシヤ，モリシマアカシヤの最大容水量区は梅雨期ごろ急に落葉を起し，枯死したものが続出し

たがこれは病害によるものか，水分過湿による生玉虫的な現象であるか，はっきりしなかった:この点につ

いては養育にも関係することであるからできるかぎり早く究明する必要があろうて

青島トゲナシは一般に成長の早い樹種と考えられているにもかかわらず，この試験では他の樹種に比べ

非常に成長が劣り，また各区との差も僅少で意外な結果をしめしているが，この原因についてはつぎのよ

うに考えている O 山地に植殺された青直トグナシ，ニセアカシヤの根系をみると，地表面に広く拡がる傾

向があって浅根性で、あることがわかる。また，樹高に対する根の分布面積は他の樹種に比較して広い傾向

がある 3 このようなことからして，上長伸長には根の分布状態が非常に影きょうするものと思われ，鉢試
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験のように一定容器に航殺した場合恨は強い側根性をもっているにもかかわらず，鉢の}川縁に述した後は

ふたたび地表面近くに伸長をつづけることなく下方に向って {rjl長する傾向が強ししたがって，側侠とし

てのE常な生理活動が妨げられるためではないかと考えられるが，このことは植栽する場合地掠えにも関

係する重要なことがらであるから今後の研究によって完成を期したい。

W 摘要

( 1 ) この詞験は土じよう水分を毎日鉢重量測定法による潜水調jJOによって一定(乾燥区・ 5% 区・ 10

%区・ 20% 区・最大容水量区・湛水区〉に保ち，肥料木を主な対象として耐乾'i:~!，と耐湿性を調査したも

のである。

(2) 試験を仔ったtîtj種は 11 で，試験結果によるとつぎのl似で耐乾性が強いようにみうけられた。

1. アカマヅ

2. ヤシヤプシ，ヒメヤシヤプシ，エニシダ，ブサアカシヤ，モリシマアカシヤ

3. 青lZi トゲナ γ

4. イタチハギ、

5. ヤマモモ，ケンタツキ ~31F

6. ヤマハンノキ

(3) 耐湿性はつぎの1/院で強いようにみうけられた。

1. イタチハギ、，ヤマノ\シノキ，ケシタヅキ ~31F

2. ヒメヤシヤプシ，ヤシヤプシ，アカマヅ

3. 青島トゲナシ

4. プサアカシヤ，モリシマアカシヤ，ヤマモモ

5. エニシダ

(4) 各樹種各区の試験終了時の生育状態は第 1~11 表にしめしている。

(5) 湛水区が枯死した樹樋のうちエニシグは一番早く定化があらわれて枯死した。

(6) イタチハギ，ヤマハンノキの潜水区は地表面に1誌が分布し根将が形成された。湛7K後仲良は衰え

たが恨癌の形成とともにきわめて旺盛な伸長を再開した。

文献

1 )森田義彦:果樹園土壌の研究，農業技術研究所報告E ， 4, (1955) p. 95 

2 )永沢!路地・ t壌7K分調節法，農7Jr_闘， 18 , 5, (大. 15) p. 563~566 

3 )寺川慎一・台武嘉三:土i支水分と机の生育，収量)!Zび要水量との関係，熱irlJ農学誌， 3 , 4, (8ß ・

6) p. 337~353 

4) 香山信男・主要造林樹種の幼苗時に於ける蒸散作用(予報)，日本林学会誌， 24 , 1, (1942) p. 1 

5) 市Ill'H: 守・絵本正美:アカマ γの天然更新を阻害する諸因子について アカマヅに関する研究論

文集，日本林学会関西支部，日本林業技術協会，大阪営林局 (1954) p. 48--58 

6) ノJ、林二郎・竹越卓爾ー姫路営林署管内奥山国有林における土嬰含水量の年愛化について，関西林

学会IJLj国大会M.ヲピ諮演集， (J953) p. 1O~12 



せき!~g林地の改良に|央lする研究(第 1 報) (森下・真乱。 - 63 ー

7 )小林主主・休真二・ l袋店〔 勉 果樹根群の[耐水性に関する研究(第 1 報) 果樹種煩間の耐水

性の比絞，園芸学研究集録， 4, (1949) p. 125~127 

8) 山崎 1玉: r. 11!作物の混害に刈する土jI~化学的設に他物生理学的研究，農業技術研究所報告B ， 1, 

(1952) 

9) 小林章:果樹園主主学総論，養賢堂 (1954) p. 10'6 

Studies on the Improvement of Poor Land. (1) 

On droug-ht and humidity resistance of fertiIizer trees. 

Yoshiro MOlmu1T'l'A and Tatsuo MANABE 

(R駸um�) 

( 1) This experiment was carried out to investigate th巴 drought and humidity resis. 

t呂田e by keeping the soil moisture in a pot in a definite q旧日tity (drought condition, 5% 

condition, 10% co口dition， 20% condition, maximum water capacity , submerged condition) 

and by growing fertilizer trees. 

( 2) The result of this experiment shows that trees seem to become stronger in drought 

resistance in the following order, but this is only an experiment in pots, and does not take 

into consideratio口 conditio口 of roots , so we are led to the conclusioロ that i口 a natural state, 

and the more deep.rooted ones amo口g th巴 same species, show the stronger drought resistance. 

1. AKAMATSU (Pinus densiflora 5mB. et Zucc.) 

2. YASHABUSHI (Al月間 firma 5mB. et Zucc.) 

HIMEY ASHABUSHI (Alnz日戸endula MA'I'SU;¥[.) 

ENISHIDA (Cytisus scoρarllωLr:\K.) 

HUSAAKASHIA (Acacia dealbata LINK.) 

MORISHIMAAKASHIA (Acacia decurrens var. mollis) 

3. CHINTOTOGENASHI (Robinia 戸seudacacia var. b�soniana) 

4. ITACHIHAGI (Amarρha f打lticosα L.)

5. YAMAMOMO (Myrica 打lbra STEl:. et Zm:c.) 

KENTUKY.31.FESCUE (Festuca elatior var. arundinacea) 

6. YAMAHANNOKI (Alnus tinctoria S. var. globra CAr.r..) 

(3) The result of the experiment shows that trees become stro昭er in humidity resis. 

tance in the following order. Generally speaking, trees easily productive of roots seem 

strong巴r in humidity resiョt江口ce， 呂ncl this fact shows that the strength or weakness of the 

reproductive power of roots exerts a very extensive influence. 

1. ITACHIHAGI (AmarPha fruticosa L.) 

YAMAHANNOKI (Al月間 tincto打。 S. var. globra CALL.) 

KENTUKY'31.FESCUE (Festuca elatior var. arumdinacea) 

2. HIMEY ASHABUSHI CAlnuspendula MA'l'Smr.) 

Y ASHABUSHI (Alnz臼 fi抑制1 SIEB. et Zucc.) 

AKAMATSU (Pi日間 densiflora Snm. et Zucc.) 

3. CHINTOTOGENASHI (Robinia pseudacacia var. bessoniana) 

4. HUSAAKASHIA (Acacia dealbata LTNK) 

MORISHIMAAKASHIA (Acacia decurrens var. mollis) 
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YAMA乱I[OMO (Myrica rubra SIJつB. et Zucc.) 

5. ENISHIDA (Cytisω scoparius LX1>'"K) 

(4) The table, from No. 1 to No. 11, show the growing condition of each tree and of 

each condition at the time of the experiment. 

(5) The ENISHIDA in a submerged condition shows some change a week after subｭ

mergence，四d becomes dead in two weeks which fact indicates that the influence of 

deoxidatinεmaterials produced by the bad ventilatioロ seems to be greater than that of 

suffocation caused by the shortage of oxyge口.

(6) Both the ITACHIHAGI and the YAMAHANNOKI , i口 their submerged coロditio凡

produce new branches of roots 0口 the earch after the submergence, and root-nodules are 

formed on the original roots. After the submergence, their growth is weakened , but with 

the formation of root nodules , they show a remarkable growth. 

(7) When we 巴xamine each tree during the withering stage, or when they show no 

signs of life，且nd inquire into their soil moisture and their states of growth in their 

respective condition, the lowest soil moisture necessary for the existence of each tree seems 

to be as follows. 

FUSAAKASHIA, MORISHIMAAKASHIA, YAMAMOMO--about 20% 

Y ASHABUSHI , HIMEYASHABUSHI-一一20%~maximum water capacity 

The others一一-maximum water capacity. 



写真 1 モリシマアカシヤ 20何 I~

( 1954. 10. 5 ) 

写真 3 そりシマアカシヤ 20;/6 区の恨7R

(試験終了時)

写真 5 ブサアカシヤ 20?~ I三

(1954.10.5 I 

Plate 1-

写真 2 モリシマアカシヤ 10% 区

1954.10.5 ) 

句点 4 モりシマアカシヤ lO?/~ 区の恨系

f 試験*~，了時〕

写真 6 フサアカシヤ 20% 区の;fj~*

i試験終了時j



ー Plate 2-

写真 7 ブサアカシヤ 10?ó 区の jf~系

(;問自主総了II~j , 

写真 9 青島トゲナシ 10?ó 区の+:r*"~
(科!倹終了If寺)

写真 11 イタチハギ最大容水量区

(1954.10.5) 

写真 8 r守X ，!j トゲナシ 20% 区の侠系

{試験終了H寺)

写真 10 イタチハギ/比IK区

1l954.10.5� 

、 J
，、

写真 12 イタチハギ 10% 区

(1954.10.5� 
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写真 13 イタチハギ纏水区の根系

(試験終了時)

写真 15 イタチハギ lO :ó 区の俣系

(試験終[11寺)

写真 17 エニシダ、 20~(，区

11954.10.5 i 

-Plate 3-

写真 14 イタ千ハギ 20% 区の浪系

(、試験終 JII寺 j

匂真 16 エニシダ最大王子水量区
(1954.10.5 ) 

写真 18 エニシ 1;" 10% 区

i 1954.10.5) 
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写真 19 __L.ニシ〆」技a大容水量区の恨系

〔試験終J1f寺)

写真 21 エニシダ 10% 区の択系

(試験終了時)

写真 23 ヤマハンノキ棋水区
(1954.10.5 ) 

写真 20 エニシダ 20% 区の供系

{試!主主終了時)

写責 22 ヤマハンノキ最大作水量区

(1954.10.5 ) 

( 

司Fs w 

急電駐屯

写真 24 ヤマハンノキ 20% 区

(1954.10.5) 



写真 25 ヤマハンノキ 20% 区の侠系

(試験終 fll寺

写真 27 ヤシヤブシ 209" [ζ 

(1954.10.5 ) 

写真 29 ヤシヤプシ lt!;;KI><: 

(1954.10.5 

Plate 5 

、

写真 2l� ヤシヤプシ最犬容氷量区

( 1954.10.5 

写真 28 ヤ γ ヤブシ 109" 区

(1954.10.51 

写真 30 ヤシヤプシ 209ó 灰の侠系

(試験終了時)



Plate 6 

写真 31 ヤシヤフ守シ 10?ó 区の根系

(試験終了時)

r ，.み

写真 33 ヒメヤシヤフ、シ最大谷水量区

( 1954.10.5 

写真 35 ヒメヤシヤブシ 1()% 区

(1954.10.5) 

護霊

写真 32 ヤシヤフ手シ湛水区の恨系

l 試験終了時)

写真 34 ヒメヤシヤブシ 20% 区

'1954.10.51 

写真 36 ヒメヤシヤブシ 10% 根系

(試験終 JII!î' ) 



写真 37 ヒメヤシヤ 7"シ海水区の根系

( ，武験終了時 l

写真 39 ヤマモモ 109b 区
(試!倹終了時)

写真 41 アカマヅ 20~ó 区

{試験終了時

Plate 7-

写真 38 ヤマモモ 20?ó 区

(試験終[[1当 l

写真 40 アカマツ最大谷水量rx:

(試験終了附ー)

写真 42 アカマツ lO?ó 区

(試!験終了時)



Plate 8-

写真 43 アカマ、:; 5?ó 区 (試験終了li寺7

写真 44 アカマツ浪水区 ff点検終 [11恥


